
自動化ラインにより、生産性と精度の向上を実現
型枠自動加工の流れ

【事務所作業】

【工場作業】

◎確認内容
・材質
・寸法
・形状
・数量
・納期等

不具合

発注者に確認，修正

１．型枠加工帳の確認

２．型枠加工帳からデータ入力（パソコン入力）

４．印字機にて桟木に刻印

５．釘打ち機にてコンパネに
桟木の取付

６．切断機（ハイパークロスカット）
にて型枠パネルの切断

◎前段取り
・切断機の日常点検
・切断機の始業点検

◎前段取り
・釘打ち機の日常点検　　　　　　　　　・釘の補給
・釘打ち機の始業点検　　　　　　　　　・コンパネの準備，選別
・釘打ち機ローラーチェーンのセット ・刻印済み桟木の準備

◎前段取り
・剥離材塗布装置の日常点検
・剥離材塗布装置の始業点検
・剥離材の補給

７．剥離材塗布装置に依り
剥離材の塗布（必要時）

８．製品積上げ機
　 （全自動スタッカー）にて
     型枠パネルの積上げ

◎前段取り
・フォークリフトの日常点検
・フォークリフトの始業点検

◎前段取り
・製品積上げ機の日常点検
・製品積上げ機の始業点検
・製品積上げエリアの整理整頓

◎前段取り
・印字機の日常点検
・印字機の始業点検
・桟木の準備，選別

９．フォークリフトにて
　　型枠パネルの移動

１１．型枠パネルの検査・梱包・整理・積込み

１０－２．カマチ桟木釘打ち（中桟有りの場合）

３．加工機にメモリーカードをセットする（パソコン入力した物）

◎前段取り
・カマチ桟木の準備
・エアー釘打ち機の点検１０－１．カマチ・梁欠等に新たに桟木取付（必要時）

６ ７

９
１０

５

２

３ ４


